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本
市
の
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
は
全
体
で
５
９
．

３
％
と
な
っ
て
お
り
、
隣
保

共
同
の
精
神
に
基
づ
く
地
域

ぐ
る
み
の
自
主
的
な
防
災
組

織
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
未
組
織
の
自
治
会
を
対

象
に
説
明
会
を
実
施
し
て
い

る
。
避
難
体
制
は
各
種
災
害

を
想
定
し
、公
民
館
や
学
校
、

公
共
的
建
物
な
ど
避
難
場
所

を
指
定
し
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
１
市
１
波
が

原
則
と
な
っ
て
い
る
が
、
整

備
に
は
23
億
円
の
経
費
が
必

要
で
あ
る
。

　

消
防
の
広
域
化
に
つ
い

て
、
県
は
24
年
度
ま
で
に
７

つ
の
消
防
本
部
体
制
に
す
る

計
画
で
あ
り
、
本
市
は
、
南

さ
つ
ま
市
、
枕
崎
市
、
指
宿

市
で
一
つ
の
消
防
本
部
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
実
態
を
踏

ま
え
、
１
月
22
日
に
湧
水
町

及
び
霧
島
市
で
調
査
を
実
施

○
自
主
防
災
組
織
率

１
０
０
％
を
早
期
に
達
成

し
、
災
害
時
に
効
果
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
助
言
及

び
指
導
を
行
う
こ
と
。

○
防
災
マ
ッ
プ
は
、
梅
雨
期

前
に
作
成
し
、
全
戸
配
布

に
よ
り
災
害
危
険
箇
所
の

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

○
災
害
時
要
援
護
者
の
非
難

に
つ
い
て
は
、
「
避
難
支

し
ま
し
た
。

　

湧
水
町
の
自
主
防
災
組
織

は
、
１
０
０
％
の
組
織
率
で

あ
る
。
防
災
マ
ッ
プ
は
全
戸

に
配
布
、
さ
ら
に
各
地
区
の

拡
大
マ
ッ
プ
も
配
布
し
、
防

災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、
現
在
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ

タ
ル
の
２
波
で
行
っ
て
い

る
。
１
町
１
波
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
は
、
中
継
局
の

問
題
な
ど
も
あ
り
、
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

　

霧
島
市
の
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
は
９
５
．
３
％
で

各
防
災
組
織
で
は
市
の
防
災

マ
ッ
プ
の
危
険
地
域
を
元
に

地
域
の
詳
し
い
防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
計
画
は
、
22
年
度

か
ら
24
年
度
に
か
け
て
整
備

予
定
で
あ
り
、
10
億
円
の
経

費
を
要
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

援
プ
ラ
ン
」
を
早
期
に
作

成
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
避
難
支
援
体
制
の
整

備
を
図
る
こ
と
。

○
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
は
多
額
の
経
費
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政

面
や
消
防
の
広
域
化
に
よ

る
通
信
体
制
も
踏
ま
え
な

が
ら
整
備
を
進
め
る
こ

と
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
自
主
防
災
組
織
、
避
難

体
制
及
び
防
災
行
政
無
線
の
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と

統
一
化
な
ど
、
防
災
体
制
の
現
状
と
今
後
の
対
応

策
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
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防災体制の
　　確立を急げ
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閉会中の
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湧水町での研修




